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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＨＥＶの電池においても良好な電池特性を得る
ことができる、鉛酸電池用電池セパレータの提供。
【解決手段】細孔性膜１２と、細孔性膜に隣接する不織
布１４であって、酸溶解性繊維および非酸溶解性繊維の
混合物を含み、前記非酸溶解性繊維に対する前記酸溶解
性繊維の重量比は２０～８０：２０～８０である不織布
と、不織布に含浸されているゲルとを含み、不織布は１
０００ｌ/ｍ２を超える多孔性を有する、鉛酸電池用電
池セパレータ１０。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉛酸電池用電池セパレータであって、
　細孔性膜と、
　前記細孔性膜に隣接する不織布であって、酸溶解性繊維および非酸溶解性繊維の混合物
を含み、前記非酸溶解性繊維に対する前記酸溶解性繊維の重量比は２０～８０：２０～８
０である前記不織布と、
　前記不織布に含浸されているゲルと
　を含み、前記不織布は１０００ｌ/ｍ２を超える多孔性を有する鉛酸電池用電池セパレ
ータ。
【請求項２】
　前記不織布は基本重量を有し、前記ゲルの基本重量は、前記不織布基本重量の２０～１
６０％の範囲内である、請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項３】
　前記ゲルはシリカゲルである、請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項４】
　前記シリカは、沈殿シリカ、ヒュームシリカ、コロイドシリカ、化学修飾されたシリカ
、及びこれらの組み合わせからなる群より選択される請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項５】
　前記酸溶解性繊維はセルロース繊維である、請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項６】
　前記非溶解性繊維は、ポリマーおよび／またはガラス繊維である、請求項１に記載の電
池セパレータ。
【請求項７】
　前記不織布は細孔性膜に接着されている、請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項８】
　前記細孔性膜は前記細孔性膜の第一の表面上に第一組のリブを含む、請求項１に記載の
電池セパレータ。
【請求項９】
　前記リブは、機械方向および/または機械方向をの横切る方向に延びるリブである、請
求項８に記載の電池セパレータ。
【請求項１０】
　前記不織布は、前記不織布の第一の表面上において前記第一組のリブに隣接される、請
求項８に記載の電池セパレータ。
【請求項１１】
　前記不織布は、前記不織布の第一の表面上において前記第一組のリブに接着される、請
求項８に記載の電池セパレータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　本出願は、同時係属中の仮米国出願シリアル番号第６１／６９２，０５８号（出願日：
２０１２年８月２２日）への優先権を主張し、同出願の恩恵を主張する。本明細書中、同
文献を参考のため援用する。
【０００２】
　本発明は、新規のまたは向上した電池セパレータ、コンポーネント、電池および／また
は関連する製造方法および／または使用方法と、鉛酸電池中において用いられるゲル含浸
不織布を用いた電池セパレータと、ゲル含浸不織布と、このようなセパレータまたは不織
布を含む電池とに関する。
【背景技術】
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【０００３】
　モバイル電力源への要求の高まりと共に、鉛酸電池も進化してきている。この技術は、
ハイブリッド車（ＨＥＶ）または「マイクロＨＥＶ」の人気の高まりと共に、さらに進化
してきている。ＨＥＶ用電池への要求は、従来のガソリン動力の車両への要求とは異なる
。例えば、ＨＥＶの電池は、部分充電状態（ＰＳｏＣ）（およそ５０～８０％の充電）で
動作する。そのため、電池において短い充電／再充電サイクルが行われるため、水解離か
ら水素および酸素が発生し、セル内に成層化された酸が混合される過充電は行われない。
さらに、活性物質の保持についても、対処する必要がある。
【０００４】
　そのため、ＨＥＶの登場に起因する新たな問題を解消するための新規なセパレータ技術
が必要とされている。
【０００５】
　本発明の例示目的のため、図中、現在好適である形態が図示される。しかし、本発明は
図示の配置構成および手段のみに限定されないことが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明のセパレータの実施形態の模式図である。
【発明の概要】
【０００７】
　一実施形態において、鉛酸電池用電池セパレータは、ゲル含浸不織布を含む。不織布は
好適には、酸溶解性繊維および非酸溶解性繊維を含む。ゲルの基本重量は、不織布の基本
重量の約２０～１６０％の範囲であり得る。別の実施形態において、鉛酸電池用電池セパ
レータは、ゲル含浸不織布が接着された細孔性膜を含む。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１を参照して、類似の参照符号は類似の要素を指し、鉛酸電池用セパレータ１０が図
示されている。セパレータ１０は、一実施形態において、ゲル含浸不織布１４であり得る
。別の実施形態において、セパレータ１０は、ゲル含浸不織布１４が接着された細孔性膜
１２を含み得る。
【０００９】
　細孔性膜１２は、任意の従来の細孔性膜であり得る。一実施形態において、膜１２は、
鉛酸電池において従来から用いられている膜（例えば、Ｏｗｅｎｓｂｏｒｏ（ＫＹ）のＤ
ａｒａｍｉｃＬＬＣから提供されるもの）であり得る。このような従来の膜は、充填ポリ
マーで構成され得、上記ポリマーは、ポリオレフィン（例えば、超高分子量ポリエチレン
（ＵＨＭＷＰＥ））であり得、フィラーはシリカである（例えば、米国特許ＵＳ３，３５
１，４９５号、ＵＳ３，９１７，７７２号、ＵＳ４，９２７，７２２号、ＵＳ５，２３０
，８４３号、ＵＳ５，６７９，４７９号、ＵＳ５，７７６，６３０号、ＵＳ５，７８９，
１０３号、ＵＳ６，４１０，１８３号、Ｗ００１／１３，４４２（Ｂｅｓｅｎｈａｒｄ、
Ｊ．Ｏ．、Ｅｄｉｔｏｒ、Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｂａｔｔｅｒｙ　Ｍａｔｅｒｉａｌ
ｓ、Ｗｉｌｅｙ－ＶＣＨ　Ｖｅｒｌａｇ　ＧｍｂＨ、Ｗｅｉｎｈｅｉｍ、Ｇｅｒｍａｎｙ
（１９９９）、Ｃｈａｐｔｅｒ９、ｐｐ．２４５～２９２を参照）。本明細書中、同文献
を参考のため援用する。これらの膜は、バックウェブ１８上に起立する複数のリブ１６を
含み得る。これらのリブ１６は、機械方向（ＭＤ）に主に延びる。膜１４もまた、複数の
横方向縁リブ２０を含み得る。横方向縁リブ２０も、バックウェブ１８上に起立するが、
高さはリブ１６の高さよりも低い場合が多い。横方向縁リブ２０は、機械方向（ＭＤ）に
主に延びる。膜１２も、複数の負方向クロスリブ２２（図示せず）を含み得る。負方向ク
ロスリブ２２は、膜の後側（すなわち、リブ１６を含む側と反対側）から起立し、クロス
機械方向（ＴＤ）に主に延びる。
【００１０】
　ゲル含浸不織布１４は、膜１２へ接着され得る。一実施形態において、接着とは、相互
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結合または接合を指す。不織布１４は、リブ１６の上へ接合され得る。接合部２４は、接
着および／または溶接によって形成され得る。溶接とは、加圧溶接、熱溶接および／また
は超音波溶接を含み得る。
【００１１】
　ゲル含浸不織布１４の不織布は、任意の不織布であり得る。一実施形態において、不織
布は、酸溶解性繊維および非酸溶解性繊維の混合物であり得る。酸溶解性繊維は、電池の
電解質の酸（鉛酸電池中においては、この酸は典型的には、硫酸である）中においては溶
解性である任意の繊維であり得、ゲル（またはその前駆物質）を繊維へ接着させることを
可能にする。一実施形態において、溶解性繊維は、セルロース繊維、ポリアミド（例えば
、ナイロン）繊維、その共重合体またはその混合物であり得る。非溶解性繊維は、電池の
電解質の酸中に非溶解性である任意の繊維であり得、ゲルの繊維への接着を可能にする場
合もあれば、可能にしない場合もある。一実施形態において、非溶解性繊維は、合成繊維
、ガラス繊維またはその混合物であり得る。合成繊維は、ポリオレフィン（例えば、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリブチレン）、ポリエステル（すなわち、ポリエチレンテ
レフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ））、アクリル、その共
重合体および／またはその混合物を含む。溶解性繊維の非溶解性繊維に対する重量比は、
一実施形態において約２０～８０：２０～８０であり得、別の実施形態において約３０～
７０：３０～７０であり得、さらに別の実施形態において約４０～６０：４０～６０であ
り得、上記した範囲中の小集団全てを含む。不織布の基本重量は、約１０～５０グラム／
平方メートル（ｇｓｍ）の範囲内であり得、別の実施形態において約２０～４０ｇｓｍの
範囲内であり得、または別の実施形態において約２５～３５ｇｓｍの範囲内であり得、上
記した範囲中の小集団全てを含む。不織布の多孔性は、約１０００ｌ／ｍ２・ｓまたは約
１２００ｌ／ｍ２・ｓまたは約１５００ｌ／ｍ２・ｓを超え得る。一実施形態において、
不織布は、鉛酸電池のプレートまたは電極の形成に用いられる「ペーストペーパー」であ
り得る。このような１つのペーストペーパーは、Ｇｌａｔｆｅｌｔｅｒ　ＧｍｂＨからＤ
ＹＮＡＧＲＩＤＮＧ２８として市販されている。
【００１２】
　ゲル含浸不織布１４のゲル（またはゲル化剤）は、電池の電解質と接触した歳にゲルを
形成することが可能な任意の材料であり得る。ゲルは、この材料が電解質と接触した際に
形成される。これらのゲルは、電池の電解質を生き延びることができ、例えば、溶解性お
よび物理吸着特性を有することにより、半溶解によるゲル形成および酸取り入れを電池電
解質のｐＨ制約の範囲内で可能かすることができる。例えば、ゲル化剤は、スラリー（ゲ
ル化剤）、流体（任意選択）および結合剤（任意選択）中において不織布へ付加され得る
。その後、スラリーを乾燥させることにより、ゲル化剤を不織布へ接着（または含浸）さ
せる。ゲル含浸セパレータを電解質中に浸漬させると、ゲル化剤は電解質の酸を吸収し、
膨張し、これによりゲルを形成する。一実施形態において、ゲルは、シリカ（Ｓｉ０２）
ベースのゲルである。シリカは、沈殿、ヒューム、コロイドおよび／または化学修飾され
たものを含む任意のシリカであり得る。別の実施形態において、ゲル化剤は、ケイ酸塩お
よび／または非ケイ酸塩鉱物または化合物または高吸収ポリマーであり得る。
【００１３】
　ゲルを不織布中に含浸させる。含浸とは、不織布の多孔性のうち少なくとも一部を維持
しつつ、ゲルを不織布の繊維の全てまたは大部分へ接着させることを意味する。ゲルの不
織布中への含浸は、任意の様態で行うことができる。ゲル（またはその前駆物質）は典型
的には、非ゲル状態の不織布（すなわち、前駆物質）へ付加され得る。ゲルは、カーテン
コーティング、ディッピング、噴霧、ローリング、ブラッシングなどにより不織布へ付加
され得る。一実施形態において、ゲルは、不織布の基本重量の約２０～１６０重量％を含
み得、別の実施形態において約２５～１５０重量％を含み得、さらに別の実施形態におい
て約４０～１００％を含み得、さらに別の実施形態において約５０～８０％を含み得、上
記した範囲中の小集団全てを含む。結合剤をゲル化剤（またはその前駆物質）を付加した
後、不織布へ付加することにより、この材料の不織布への接着を支援する。結合剤は、任
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意の結合剤であり得る。一実施形態において、結合剤は、ラテックス、ポリビニルアルコ
ール（ＰＶＡ）およびこれらの組み合わせであり得る。
【００１４】
　使用時において、ゲル含浸不織布を正電極に隣接して（押圧し）（電池放電に言及する
）、細孔性膜（ただし、用いる場合）を負方向電極に隣接して配置する（放電に言及する
）。いかなる特定の理論に縛られることなく、本発明のセパレータが電池の電解質中へ配
置されると、酸が溶解性繊維を絶え間なく溶解し、その結果、ゲルがそのままの形で残り
、残留材料の中空管を形成すると考えられる。この中空管は多孔性が極めて高いため、溶
解性繊維がそのままであるゲル含浸不織布と比較して、セパレータの抵抗が低下する。
【００１５】
　上記のセパレータは、任意の電池において用いられ得る。一実施形態において、電池は
、鉛酸電池であり得る。セパレータは、例えば、以下の例示的用途において用いられる電
池において用いられ得る：ＩＳＳ（アイドルストップスタート電池）、ＨＥＶ（ハイブリ
ッド車電池）およびＥＦＢ（電気燃料電池）。
【００１６】
　実施例
　以下の表は、ゲル化剤を用いた不織布とゲル化剤を用いない不織布との間の比較を示す
。用いた不織布は、４０ｗｔ％の溶解性繊維（セルロース）および６０ｗｔ％の非溶解性
繊維（ポリエステル）を有するＧｌａｔｆｅｌｔｅｒのＤＹＮＡＧＲＩＤ３２８ＮＧペー
ストペーパー（基本重量２８ｇｓｍ）とした。
【００１７】
　各不織布を以下のように処理した：Ａ－ゲル化剤を含まない不織布を硫酸中に２４時間
浸漬；Ｂ－１１ｇｓｍのシリカを含む不織布を２週間後にセル中に配置；Ｃ－１６ｇｓｍ
のシリカを含む不織布を２週間後にセル中に配置；およびＤ-２１ｇｓｍのシリカを含む
不織布を２週間後にセル中に配置。５枚のシートを試験し、平均抵抗を報告した。
【００１８】
【表１】

【００１９】
　少なくとも選択された実施形態、局面または目的によれば、本発明は、新規のまたは向
上した電池セパレータ、コンポーネント、電池、および／または関連する製造方法および
／または使用方法と、鉛酸電池中において用いられるゲル含浸不織布を用いた電池セパレ
ータと、ゲル含浸不織布と、および／またはこのようなセパレータまたは不織布を含む電
池の必要性に対処するか、これらをを提供するか、またはこれらに向けられる。
【００２０】
　少なくとも選択された実施形態、局面または目的によれば、本発明は、鉛酸電池用電池
セパレータの必要性に対処するか、鉛酸電池用電池セパレータを提供するか、または鉛酸
電池用電池セパレータに向けられる。この鉛酸電池用電池セパレータはゲル含浸不織布を
含み、不織布は、酸溶解性繊維および非酸溶解性繊維を含む。上記の電池セパレータにお
いて、不織布は基本重量を有し、ゲルの基本重量は、不織布基本重量の約２０～１６０％
の範囲内である。上記の電池セパレータにおいて、ゲルはシリカゲルである。上記の電池
セパレータにおいて、酸溶解性繊維はセルロース繊維である。上記の電池セパレータにお
いて、非溶解性繊維は、ポリマーおよび／またはガラス繊維である。上記の電池セパレー
タにおいて、溶解性繊維の非溶解性繊維に対する重量比は、約２０～８０：２０～８０の
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範囲内である。上記の電池セパレータは、ゲル含浸不織布へ接着された細孔性膜をさらに
含む。上記の電池セパレータにおいて、膜は、ポリマー充填膜である。上記の電池セパレ
ータにおいて、ポリマーはポリオレフィンである。上記の電池セパレータにおいて、フィ
ラーは、シリカベースの材料である。上記の電池セパレータにおいて、膜はリブを有する
。上記の電池セパレータにおいて、リブは、機械方向および／またはクロス機械方向に走
るリブであり、正方向面または負方向面上に設けられる。上記の電池セパレータにおいて
、不織布は、接合によって膜へ接着される。上記の電池セパレータにおいて、接合は、接
着および／または溶接である。上記の電池セパレータにおいて、溶接は、圧力、熱および
／または超音波を含む。電池において、向上は、上記の電池セパレータを含む。
【００２１】
　鉛酸電池用電池セパレータは、非溶解性繊維を有する不織布、およびゲル製の管とを含
む。電池において、向上は、上記の電池セパレータを含む。
【００２２】
　ＩＳＳ、ＨＥＶまたはＥＦＢ電池などの鉛酸電池用の複合電池セパレータにおいて用い
られるゲル含浸不織布は、非溶解性繊維を有するゲル含浸不織布、およびゲル製の管を含
む。電池において、向上は、上記の不織布を含む。
【００２３】
　少なくとも１つの特定の実施形態において、鉛酸電池用電池セパレータは、ゲル含浸不
織布を含む。この不織布は、酸溶解性繊維および非酸溶解性繊維とを含む。ゲルの基本重
量は、不織布の基本重量の約２０～１６０％の範囲内であり得る。別の実施形態において
、鉛酸電池用電池セパレータは、ゲル含浸不織布が接着された細孔性膜を含む。
【００２４】
　本発明は、その意図および本質的属性から逸脱することなく他の形態で具現化され得る
。よって、上記の明細書ではなく、本発明の範囲としての添付の特許請求の範囲を参照さ
れたい。
【図１】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月24日(2020.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉛酸電池用電池セパレータであって、
　酸溶解性繊維および非酸溶解性繊維の混合物を含む不織布と、
　前記不織布上に含侵されたゲルと、を含み、
前記溶解性繊維の前記非溶解性繊維に対する重量比は、約２０～８０：２０～８０の範囲
内である、電池セパレータ。
【請求項２】
　前記ゲルが含浸された不織布は１０００ｌ/ｍ２を超える空隙率を有する、請求項１に
記載の電池セパレータ。
【請求項３】
　前記不織布は基本重量を有し、前記ゲルの基本重量は、前記不織布基本重量の約２０～
１６０％の範囲内である、請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項４】
　前記ゲルはシリカゲルである、請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項５】
　前記酸溶解性繊維はセルロース繊維である、請求項１に記載の電池セパレータ。
【請求項６】
　前記非溶解性繊維は、ポリマーおよび／またはガラス繊維である、請求項１に記載の電
池セパレータ。
【請求項７】
　前記ゲル含浸不織布へ接着された細孔性膜をさらに含む、請求項１に記載の電池セパレ
ータ。
【請求項８】
　前記細孔性膜はポリマー充填膜である、請求項７に記載の電池セパレータ。
【請求項９】
　前記ポリマーはポリオレフィンである、請求項８に記載の電池セパレータ。
【請求項１０】
　前記細孔性膜はフィラーを含み、前記フィラーはシリカベースの材料である、請求項８
に記載の電池セパレータ。
【請求項１１】
　前記細孔性膜はリブを有する、請求項６に記載の電池セパレータ。
【請求項１２】
　前記リブは、機械方向および／またはクロス機械方向に延びるリブである、請求項１１
に記載の電池セパレータ。
【請求項１３】
　前記不織布は、接合により前記膜へ接着される、請求項７に記載の電池セパレータ。
【請求項１４】
　前記接合は接着および／または溶接である、請求項１３に記載の電池セパレータ。
【請求項１５】
　前記溶接は、圧力、熱、および／または超音波溶接を含む、請求項１４に記載の電池セ
パレータ。
【請求項１６】
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　請求項１に記載の電池セパレータを含む鉛酸電池。
【請求項１７】
　鉛酸電池用電池セパレータであって、
　非溶解性繊維、およびゲル製の管の混合物を含む不織布
を含み、
　前記不織布は１００ｌ/ｍ２を超える空隙率を有する、電池セパレータ。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の電池セパレータを含む電池。
【請求項１９】
　鉛酸電池用の複合電池セパレータにおいて用いられるゲル含浸不織布であって、前記ゲ
ル含浸不織布は、非溶解性繊維およびゲル製の管の混合物を含み、前記不織布は１００ｌ
/ｍ２を超える空隙率を有する、ゲル含浸不織布。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のゲル含浸不織布を含む電池。
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